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ま
ず
、
日
本
経
済
新
聞
の
一

月
三
十
日
の
朝
刊
の
記
事
に
非

常
に
興
味
深
い
分
析
が
あ
っ
た

の
で
紹
介
し
て
お
く
。

　

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
の
天

野
馨
南
子
氏
に
よ
れ
ば
、「
地

方
で
の
仕
事
が
増
え
な
い
限
り
、

一
極
集
中
の
流
れ
は
簡
単
に
は

変
わ
ら
な
い
」
と
し
、
さ
ら
に

続
け
て
、
東
京
へ
の
転
入
超
過

に
は
男
女
で
違
い
が
あ
り
、
女

性
の
方
が
男
性
に
比
べ
て
二
倍

以
上
の
転
入
超
過
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
の
だ
。

　

さ
ら
に
天
野
氏
は
考
察
を
進

め
、「
女
性
の
方
が
地
方
で
選

べ
る
仕
事
の
幅
が
狭
く
、
東
京

に
集
ま
る
傾
向
が
強
い
」
と
。

　

そ
こ
か
ら
、「
女
性
の
（
地

方
へ
の
）
移
住
が
増
え
な
け
れ

ば
未
婚
化
や
少
子
化
も
進
み
、

地
方
創
生
に
は
つ
な
が
ら
な

い
」
と
す
る
。

　

こ
こ
で
は
、
地
方
一
般
と
し

て
東
京
と
対
峙
さ
れ
て
い
る
が
、

東
北
の
場
合
は
さ
ら
に
こ
の
傾

後
の
東
北
の
活
性
化
を
目
指
す

施
策
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る

こ
と
を
示
そ
う
と
い
う
提
言
で

あ
る
。　

東
北
か
ら
最
初
に
減
少

す
る
の
は
若
い
女
性

　

総
務
省
は
先
月
、
二
〇
二
〇

年
の
住
民
基
本
台
帳
の
人
口
移

動
報
告
を
公
表
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
地
方
で
の
テ
レ

ワ
ー
ク
を
志
向
す
る
人
が
増
え

る
な
ど
、
従
来
の
東
京
一
極
集

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
論
と
は
無
関
係

　

い
ま
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委

員
会
は
、
森
喜
朗
会
長
の
女
性

蔑
視
と
も
取
れ
る
発
言
で
大
き

く
揺
れ
て
お
り
、
開
会
予
定
の

半
年
前
だ
と
い
う
の
に
、
先
日

辞
任
表
明
に
至
っ
た
。

　

そ
の
後
の
後
任
人
事
で
も
紆

余
曲
折
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

何
人
か
の
女
性
候
補
の
名
前
が

取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
男
性
も
。

　

し
か
し
、
当
新
聞
の
今
回
号

が
発
行
さ
れ
る
日
に
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

今
回
号
の
こ
の
ト
ッ
プ
記
事

は
、
タ
イ
ト
ル
に
若
い
女
性
を

取
り
上
げ
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
う
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
と
は
ま
っ

た
く
別
次
元
の
話
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ

た
訳
で
も
な
い
。

　

東
北
の
活
性
化
、
ひ
い
て
は

東
北
の
再
興
に
と
っ
て
、
若
い

女
性
が
果
た
す
役
割
は
、
通
常

想
定
さ
れ
て
い
る
以
上
に
は
る

か
に
大
き
い
こ
と
を
示
し
、
今

大胆提言
これからの東北再興を担うのは若い女性！
加えて中堅企業増殖が東北復活のカギ

中
に
若
干
の
変
化
が
見
ら
れ
る

と
は
い
え
、
思
っ
た
ほ
ど
の
変

化
で
は
な
く
、
基
本
的
に
一
極

集
中
の
流
れ
は
変
わ
ら
ず
、
今

後
も
続
く
と
い
う
の
が
実
情
で

あ
る
。

　

こ
の
人
口
移
動
報
告
を
ベ
ー

ス
に
、
も
し
、
こ
の
流
れ
を
変

え
る
と
す
れ
ば
、
若
い
女
性
を

地
方
に
留
め
て
置
く
施
策
が
不

可
欠
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
専

門
家
か
ら
示
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
詳
細
を
以
下
に
示
そ
う
。

宮城県生まれ、67 歳の新人
歴史映像作家兼プロデュー
サー。3作目の「古代製鉄の
埋もれた歴史を発掘した映
像」の【奪われた古代鉄王国】
の大崎上映会は延期。とは
いえ新型コロナ禍を乗り越
えて４作目制作に向けて奮
闘中。趣味は古代史・縄文
文化研究。埋もれた歴史を
発掘することと東北から日
本を変えることを標榜。

【当新聞発行責任者
兼編集長兼記者紹介】

【砂越　豊】

向
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
以
来
、
東
北

全
体
の
人
口
流
出
は
留
ま
る
こ

と
が
な
い
こ
と
を
加
味
す
る
と
、

他
の
地
方
以
上
に
人
口
流
出
が

激
し
い
こ
と
は
容
易
に
理
解
で

き
る
。

　

何
と
か
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

女
性
の
転
出
は
逆
シ
ナ

ジ
ー
効
果

　

先
ほ
ど
の
分
析
に
も
あ
っ
た

よ
う
に
、
女
性
が
東
京
に
移
動

し
、
地
方
か
ら
い
な
く
な
る
と
、

単
純
な
移
動
数
値
以
上
の
逆
シ

ナ
ジ
ー
効
果
が
出
る
。

　

ま
ず
は
、
結
婚
し
た
く
と
も
、

地
方
に
女
性
が
少
な
く
な
っ
て

結
婚
で
き
な
い
男
性
が
増
加
す

る
。
そ
の
こ
と
が
、
少
子
化
に

直
結
す
る
。

　

そ
の
結
果
、
東
京
一
極
集
中

以
前
に
、
地
方
の
人
口
減
少
が

加
速
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
な
れ
ば
、
過
疎
化
が
加

速
す
る
地
方
を
離
れ
て
、
ま
す

ま
す
東
京
へ
の
移
動
も
増
え
て

い
く
。
人
が
少
な
す
ぎ
る
ま
ち

に
人
は
留
ま
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
傾
向
が
ど
ん
ど
ん

加
速
す
る
こ
と
で
、
地
方
の
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

く
な
る
の
だ
。

　

そ
し
て
東
北
。
悲
惨
な
未
来

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
目
に
見

え
る
よ
う
だ
。

で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

　

こ
こ
に
、
ま
た
新
た
な
興
味

深
い
見
解
が
あ
る
の
で
紹
介
し

よ
う
。

　

そ
れ
は
、
米
金
融
大
手
の
ゴ

ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
出
身

で
、
神
社
仏
閣
や
文
化
財
な
ど

の
美
術
工
芸
工
事
を
請
け
負
う

小
西
美
術
工
藝
社
の
社
長
で
あ

る
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ
ン
ソ

ン
氏
の
見
解
で
あ
る
。

　

氏
は
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
の

在
り
方
に
並
々
な
ら
ぬ
精
力
を

傾
け
る
英
国
紳
士
で
あ
る
。

　

彼
の
、
地
方
の
中
小
企
業
に

関
す
る
分
析
と
そ
こ
か
ら
導
か

れ
る
見
解
を
箇
条
書
き
に
し
て

紹
介
す
る
。（
出
典
：
日
経
新
聞
）

①　

日
本
で
は
七
割
弱
の
労
働

者
は
中
小
企
業
で
働
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
に
は
、
他
の
先
進
国
以
上

に
中
小
企
業
の
役
割
が
大
き
い

②　

中
小
企
業
で
働
く
労
働
者

の
比
率
は
全
体
で
６
８
．
８
％

だ
が
、
最
も
低
い
の
が
東
京
の

４
１
．
３
％
。
東
名
阪
地
域
を

除
け
ば
、（
地
方
の
）
中
小
企

業
で
働
く
労
働
者
の
比
率
は

８
２
．
２
％
ま
で
高
ま
る

③　

経
済
学
の
理
論
上
、
人
口

が
少
な
い
ほ
ど
小
規
模
企
業
で

働
く
労
働
者
の
比
率
が
高
く
な

る④　

小
規
模
企
業
が
減
っ
た
こ

と
で
雇
用
が
都
市
へ
流
れ
る
と

い
う
よ
り
、
雇
用
が
都
市
へ
流

れ
る
こ
と
で
小
規
模
企
業
が
廃

業
す
る

⑤　

宮
城
県
の
産
業
政
策
に
つ

い
て
…
人
口
が
二
百
三
十
万
人

ほ
ど
だ
が
、
四
十
七
都
道
府
県

中
六
位
の
生
産
性
を
誇
る
。
東

京
都
並
み
の
高
い
生
産
性
を
誇

る
大
企
業
を
誘
致
し
て
、
そ
の

下
に
中
堅
企
業
を
育
成
す
る
政

策
を
実
施
し
た
。
結
果
、
小
規

模
企
業
で
働
く
割
合
は
、
東
北

地
方
の
中
で
最
も
低
い
２
８
．

４
％
ま
で
低
下
し
た

⑥　

世
界
で
高
い
生
産
性
を
誇

っ
て
い
る
国
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
イ

ス
な
ど
人
口
の
少
な
い
国
…
日

本
が
で
き
な
い
は
ず
は
な
い

⑦　

国
内
に
小
規
模
企
業
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
東
京
一
極
集

中
が
進
む
こ
と
を
理
解
し
た
上

で
、
各
道
府
県
は
、
中
小
企
業

を
戦
略
的
に
育
成
し
な
が
ら
地

元
の
中
堅
企
業
と
大
企
業
も
増

や
し
、
輸
出
を
さ
ら
に
促
進
す

べ
き

⑧　

生
産
性
は
集
中
度
と
強
い

関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
極

集
中
の
是
正
に
は
、
各
地
方
に

お
け
る
集
約
し
か
な
い
。
こ
れ

ま
で
の
日
本
は
分
散
型
経
済
モ

デ
ル
だ
っ
た
が
、
今
後
の
人
口

減
少
時
代
に
対
応
す
る
に
は
、

集
約
型
モ
デ
ル
を
真
剣
に
考
え

る
べ
き

注
）
分
散
型
経
済
モ
デ
ル
…
国

【第１の考察】
2020年の住民基本台帳の人口移動
報告からの分析

東京への転入超過継続の理由
は「正規の仕事が東京に多い」

地方での仕事が増えない限り、
東京一極集中傾向に変化なし

東京への転入超過数に男女の差
あり、女性が男性の2倍以上

女性が地方で選べる仕事の幅が
狭く、東京に集まる傾向強い

女性の地方への移住が増えなければ
未婚化や少子化も進み、地方創生は
むずかしい
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内
で
人
口
や
経
済
が
地
方
に
バ

ラ
ン
ス
良
く
分
散
し
て
い
る
社

会
。
東
京
で
首
都
直
下
型
地
震

や
そ
れ
に
伴
う
停
電
な
ど
が
起

こ
っ
た
場
合
、
国
を
支
え
る
中

枢
機
能
が
一
気
に
ス
ト
ッ
プ
し

て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。
ま

た
、
将
来
、
東
京
都
内
の
高
齢

者
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
大
幅
に
不

足
す
る
こ
と
も
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、「
分
散
型
社
会
」
へ
の

移
行
の
必
要
性
は
多
く
の
知
識

人
や
専
門
家
に
よ
っ
て
何
年
も

前
か
ら
提
唱
さ
れ
て
き
た
（
筆

者
注
）

今
後
の
東
北
の
産
業
政

策
　

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ
ン
ソ

ン
氏
の
見
解
を
す
べ
て
受
け
入

れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の

中
で
注
目
す
べ
き
点
を
挙
げ
た

い
。

イ
)
人
口
が
減
少
す
る
か
ら
生

産
性
も
低
く
な
る
と
い
う
の
は

誤
り
で
、
生
産
性
の
高
い
人
口

小
国
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
東
北

も
そ
れ
に
学
ぶ
べ
き

ロ
)
地
方
の
人
口
減
少
を
止
め

る
に
は
、
大
企
業
誘
致
は
と
も

か
く
と
し
て
、
中
堅
企
業
を
育

成
す
る
こ
と
は
重
要

ハ
)
一
極
集
中
の
是
正
に
は
、

各
地
方
に
お
け
る
集
約
し
か
な

い
と
の
見
解
に
は
賛
成
だ
が
、

で
は
ど
の
よ
う
な
集
約
の
形
が

あ
る
の
か
、
そ
れ
が
一
番
の
焦

点
で
あ
る

ニ
)
従
来
の
分
散
型
経
済
モ
デ

ル
で
は
、
東
京
一
極
集
中
の
流

れ
は
止
め
ら
れ
な
い
。
新
た
な

地
方
経
済
モ
デ
ル
が
必
要
で
あ

る二
つ
の
見
解
を
組
み
合

わ
せ
た
東
北
活
性
化
策

　

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
の
天

野
馨
南
子
氏
の
見
解
、
お
よ
び

小
西
美
術
工
藝
社
の
社
長
で
あ

る
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ
ン
ソ

ン
氏
の
見
解
と
を
合
体
さ
せ
て
、

さ
ら
に
、
今
後
の
東
北
活
性
化
、

ひ
い
て
は
東
北
再
興
を
目
指
す

に
は
、
以
下
の
四
点
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
と
考
え
る
。

Ａ
)
東
北
の
中
小
企
業
の
中
か

ら
、
中
堅
企
業
を
多
数
育
成
す

る
。
さ
ら
に
大
企
業
に
ま
で
成

長
さ
せ
る
方
策
を
実
施
す
る
が
、

そ
の
た
め
に
は
、
独
自
の
輸
出

ル
ー
ト
の
開
拓
が
不
可
欠
で
あ

るＢ
)
上
記
施
策
実
現
の
必
須
の

要
件
と
し
て
、若
い
女
性
の「
社

員
」
と
し
て
の
雇
用
の
促
進
で
、

若
い
女
性
の
「
流
出
」
を
防
ぐ

Ｃ
)
Ｂ
)
の
施
策
に
留
ま
ら
ず
、

若
い
女
性
が
移
住
し
て
来
た
く

な
る
よ
う
な
施
策
を
打
ち
出
し
、

人
口
減
少
か
ら
人
口
流
入
に
変

え
る

Ｄ
)
従
来
の
従
来
の
分
散
型
経

済
モ
デ
ル
で
は
、
東
京
一
極
集

中
の
流
れ
、
す
な
わ
ち
東
北
人

口
減
少
は
止
め
ら
れ
な
い
。
新

た
な
東
北
経
済
モ
デ
ル
が
必
要

若
い
女
性
は
過
去
に
と

ら
わ
れ
な
い

　

こ
こ
で
、
唐
突
で
は
あ
る
が
、

東
北
再
興
と
い
う
命
題
と
、
類

人
猿
の
若
い
の
と
大
人
、
オ
ス

と
メ
ス
の
好
奇
心
比
較
と
い
う

問
題
か
ら
、
東
北
再
興
の
挑
戦

者
に
だ
れ
が
一
番
ふ
さ
わ
し
い

か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　

東
北
の
再
興
を
類
人
猿
と
関

係
づ
け
て
論
ず
る
な
ど
、
ま
こ

と
に
不
謹
慎
と
い
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
あ
え
て
取
り
上

げ
た
い
と
思
う
。

　

二
面
の
下
図
に
あ
る
よ
う
に
、

最
も
好
奇
心
の
強
い
の
は
、
若

い
メ
ス
で
あ
る
。
次
い
で
、
若

い
オ
ス
。
大
人
の
メ
ス
。
最
後

に
大
人
の
オ
ス
と
続
く
。

　

大
人
の
オ
ス
は
最
も
保
守
的

で
あ
り
、
既
存
の
価
値
を
優
先

す
る
傾
向
が
強
い
。
し
た
が
っ

て
大
き
な
変
革
に
直
面
し
た
場

合
、
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
す
る

の
は
最
後
と
な
る
。

　

権
威
を
重
視
し
、
最
後
の
決

断
を
下
す
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

ー
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
点
で
、
新
た
な
も
の
に

い
ち
早
く
挑
戦
す
る
の
が
若
い

メ
ス
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
大
胆
に
思
考
を

進
め
れ
ば
、
東
北
再
興
と
い
う

未
知
の
大
事
業
に
最
も
ふ
さ
わ

し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
若

い
女
性
で
あ
る
と
言
っ
た
ら
お

叱
り
を
受
け
る
だ
ろ
う
か
。

　

人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
に
必
要
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
未
知
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

と
い
う
点
で
も
若
い
女
性
は
不

可
欠
の
存
在
で
あ
る
と
考
え
る

が
読
者
諸
氏
は
ど
う
思
わ
れ
る

だ
ろ
う
か
。

乞う、ご期待
緊急事態宣言の影響により延期と
なりました大崎市上映会は、開催
時期は未定ですが必ず開催いたし

ます！

埋もれた歴史発掘シリーズ第二弾
【奪われた古代鉄王国】
の上映会（宮城県大崎市）

上映予定会場：宮城県大崎市生涯学習
センター（パレットおおさき）多目的ホール
上映予定の日時と上映開始の予定は未定

DVDは引き続き販売中
　　　　ー3300円（税込）　送料無料

問合せ先：株式会社遊無有
mail ： y.s.yumuyu@ozzio.jp

類人猿の若いオスと大人のオスと
若いメスと大人のメスの新たなこ

とへの好奇心比較

好奇心　No.1
若いメス

好奇心　No.3
大人のメス

好奇心　No.2
若いオス

好奇心　No.4
大人のオス

未知への挑戦者

3番手

若いメスに続く

最も保守的

【第２の考察】

ニッセイ基礎研究所の天野馨南子氏の見解、およ
び小西美術工藝社の社長であるデービッド・アト
キンソン氏の見解とを合体させて、今後の東北活
性化、ひいては東北再興を目指すには、以下の４
点がポイントとなる

A）　東北の中小企業の中から、中堅企業を多数
育成する。さらに大企業にまで成長させる方策を
実施するが、そのためには、独自の輸出ルートの
開拓が不可欠である

B）　上記施策実現の必須の要件として、若い女
性の「社員」としての雇用の促進で、若い女性の
「流出」を防ぐ

C）　B）の施策に留まらず、若い女性が東北に移
住して来たくなるような魅力ある施策を打ち出
し、人口減少から人口流入に変える

D）　従来の従来の分散型経済モデルでは、東京
一極集中の流れ、すなわち東北人口減少は止めら
れない。新たな東北経済モデルが必要
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郷土料理愛好家　
　　　　松本由美子氏

《焼き椎茸と

　マグロのせ丼》

―材料ー　�<１人分>�　ご飯　180グラム、椎茸　3枚�、マグロ　5切�、卵黄の味噌漬け、�あ
さつき　少々�、粉わさび　少々

―料理方法― ①　椎茸は、焼き網の上で焼き、食べやすい大きさにカットしておきます。　　�
②　卵黄は、味噌が緩くなる程度のみりんと合わせ、タッパーに入れた味噌床に黄身だけを落とて
3日ほど冷蔵庫で寝かせます。③　マグロの切り身、焼いた椎茸を重ね盛りをしたら、味噌床の卵
黄をのせます。彩りにあさつきをかけ、練りわさびを添えます。
焼いた椎茸が香ばしく、美味しかったです。（松本談）

こんなに長期間の延期になるとは、思ってもみませんでした。新型コ
ロナウィルスが一匹も見当たらなくなるまで再開は無理ということで
しょうか？東北地酒とみんなの顔が目に浮かびます。会いたいですね！　　

　　　　　　
【三陸酒海鮮会再開未定のまま1年を迎えようとしています】
昨年3月14日開催のはずだった第43回目の三陸酒海鮮会からすでに11か月も経ち、年をまたぐ
ことになりました。かつ、依然として代替日程が未定のまま推移しております。・・・美味しい東北地
酒への恋しさが狂おしいほどに募っておりますが、それまでは以前の写真画像のみで何とか耐えてく
ださい。再びお会いできる日を楽しみに！

水産業再興のための
料理レシピ紹介

第78回�
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写真でお伝えする
東北の風景

写真撮影

尾崎匠

新型コロナ禍
自粛症候群
「対応薬⑨」
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イ
ベ
ン
ト
を
ど
う
開
催

で
き
る
か

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
い
ま
だ
収

束
し
な
い
ま
ま
ほ
ぼ
１
年
が
過

ぎ
た
。
少
な
く
な
い
感
染
者
が

無
症
状
ま
た
は
極
め
て
軽
い
症

状
で
、
か
つ
そ
れ
で
い
て
も
他

人
へ
の
感
染
力
を
有
す
る
と
い

う
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
極
め
て

巧
妙
な
特
徴
の
た
め
に
、
私
た

ち
は
他
人
と
の
距
離
の
確
保

を
余
儀
な
く
さ
れ
、そ
の
結
果
、

人
々
の
集
い
の
場
、
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
も
軒
並
み
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
東
北
に
お
い
て

も
、
毎
年
熱
い
盛
り
上
が
り
を

見
せ
る
各
県
の
夏
祭
り
を
始
め
、

大
勢
の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

が
軒
並
み
中
止
と
な
っ
た
。
こ

こ
数
年
、
伸
長
す
る
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
市
場
を
追
い
風
に
、
東

北
各
地
で
ビ
ー
ル
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
も
相
次
い
で
誕
生
、
開

催
さ
れ
て
多
く
の
人
が
集
ま
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん

ど
も
中
止
と
な
っ
た
。

　

今
年
も
今
の
と
こ
ろ
新
規
感

染
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
こ
の
ま
ま
収
束
す
る
と

い
う
見
通
し
も
な
い
以
上
、
昨

年
同
様
今
年
も
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
関
し
て
は
厳
し
い
状
況
が
続

き
そ
う
な
気
配
で
あ
る
。
一
方

で
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
つ
い
て
当
初
分
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
も
随
分
分
か
っ
て
き

た
。
そ
う
し
た
知
見
を
踏
ま
え

て
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
際
に
留
意

す
べ
き
点
を
ま
と
め
ら
れ
な
い

か
と
考
え
て
み
た
。
ま
だ
叩
き

台
段
階
で
は
あ
る
が
、
以
下
に

そ
の
概
要
を
挙
げ
て
み
る
。

感
染
経
路
別
の
対
策
の

基
本

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
る
経
路
と
し
て
確
実
と
さ

れ
て
い
る
も
の
は
２
つ
、
飛
沫

感
染
と
接
触
感
染
で
あ
る
。
飛

沫
感
染
と
は
、
感
染
者
の
く
し

ゃ
み
や
咳
、
会
話
の
際
に
出
た

飛
沫
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を

他
の
人
が
口
や
鼻
な
ど
か
ら
吸

い
込
ん
で
感
染
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
接
触
感
染
と
は
、

感
染
者
が
自
分
の
く
し
ゃ
み
や

咳
を
押
さ
え
る
な
ど
し
て
ウ
イ

ル
ス
が
付
着
し
た
手
で
触
れ
た

周
り
の
物
に
触
れ
る
こ
と
で
ウ

イ
ル
ス
が
手
に
付
着
し
、
そ
の

手
で
口
や
鼻
、
目
を
触
わ
る
こ

と
で
そ
れ
ら
の
粘
膜
か
ら
感
染

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
接
触
感
染

へ
の
対
策
は
明
確
で
あ
る
。
ア

ル
コ
ー
ル
な
ど
で
不
特
定
多
数

の
人
が
触
れ
る
も
の
を
消
毒
す

る
こ
と
、
出
入
り
の
際
に
全
て

の
人
が
手
指
を
ア
ル
コ
ー
ル
ま

た
は
石
鹸
に
よ
る
手
洗
い
で
消

毒
す
る
こ
と
、口
、鼻
、目
を
触

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
徹
底
に
よ
り
、
接
触
感
染
の

リ
ス
ク
は
ほ
ぼ
低
減
で
き
る
。

　

問
題
は
飛
沫
感
染
で
あ
る
。

飛
沫
は
目
に
見
え
な
い
。
そ
の

空
間
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
把
握

す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
こ
の

可
視
化
を
可
能
と
し
た
の
が
、

世
界
に
誇
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ「
富
岳
」に
よ
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
で
あ
る
。
そ

の
結
果
は
理
化
学
研
究
所
の
計

算
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ

ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
得
ら
れ
た
主
な
知
見
を
、

以
下
に
ま
と
め
て
み
る
。

「
富
岳
」
に
よ
る
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果

・
湿
度
が
高
い
場
合
、
一
〇
ミ

ク
ロ
ン
以
上
の
飛
沫
の
大
半
は

机
の
上
に
落
下
し
、
正
面
の
人

に
到
達
す
る
の
は
数
ミ
ク
ロ
ン

以
下
の
小
さ
な
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の

み
。
一
方
、湿
度
が
低
い
場
合
、

飛
沫
は
高
速
に
蒸
発
す
る
こ

と
で
微
小
化
し
、
机
に
落
下
す

る
数
は
大
幅
に
減
少
す
る
一
方
、

空
気
中
を
エ
ア
ロ
ゾ
ル
と
し
て

拡
散
す
る
数
が
増
加
す
る
。

・
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
す
れ
ば

一
・
九
メ
ー
ト
ル
先
の
正
面
の

人
に
か
か
る
飛
沫
・
エ
ア
ロ
ゾ

ル
を
一
〇
分
の
一
以
下
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
の
高
さ
を
一
・
四
メ
ー
ト

ル
と
す
る
こ
と
で
ほ
ぼ
ブ
ロ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
場

合
で
も
、
室
内
換
気
を
作
動
せ

ず
に
狭
い
室
内
で
歌
を
歌
う
と
、

エ
ア
ロ
ゾ
ル
が
室
内
に
拡
散
す

る
。
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る

場
合
で
も
換
気
を
行
う
こ
と
が

必
要
。
室
内
換
気
を
実
施
し
た

場
合
、
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ
り

エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
拡
散
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

・
飛
沫
の
到
達
数
は
距
離
に
よ

り
大
き
く
変
化
す
る
。
真
正
面

の
感
染
者
が
咳
を
し
た
場
合
、

一
・
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
れ

ば
飛
沫
総
数
の
約
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
み
が
到
達
す
る
の
に
対
し
、

〇
・
八
メ
ー
ト
ル
で
は
約
四
〇

パ
ー
セ
ン
ト
が
到
達
し
て
し
ま

う
。
十
分
な
距
離
を
保
つ
こ
と

が
重
要
。

・
飛
沫
は
直
進
性
が
強
く
、
話

し
か
け
た
人
以
外
に
は
ほ
と
ん

ど
到
達
し
な
い
。
感
染
者
が
隣

に
座
る
人
に
向
い
て
話
し
か
け

た
場
合
が
最
も
感
染
リ
ス
ク
が

高
い
。
は
す
向
か
い
に
座
る
人

へ
の
飛
沫
到
達
数
が
最
も
少
な

く
、
正
面
に
座
る
人
の
約
四
分

の
一
。

・
マ
ス
ク
が
着
用
で
き
な
い
飲

食
時
に
は
、
代
替
と
し
て
マ
ウ

ス
ガ
ー
ド
の
着
用
が
飛
沫
飛
散

の
抑
制
に
は
有
効
。
た
だ
し
、

エ
ア
ロ
ゾ
ル
に
対
す
る
抑
止
効

果
は
な
い
の
で
、
必
ず
十
分
な

換
気
対
策
を
併
用
す
る
必
要
が

あ
る
。

・
乾
燥
状
態
で
は
、
机
に
落
下

す
る
飛
沫
の
量
が
減
る
一
方
、

エ
ア
ロ
ゾ
ル
化
し
て
空
中
に
浮

遊
す
る
飛
沫
量
が
増
加
。
特
に

湿
度
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で

は
そ
の
効
果
が
顕
著
と
な
る
。

冬
場
は
加
湿
器
等
に
よ
る
湿
度

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
換
気
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。

・
野
外
環
境
は
室
内
と
比
較
し

て
リ
ス
ク
が
一
様
に
低
下
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
飛
沫
が
風
に

流
さ
れ
る
た
め
、
感
染
者
の
正

面
の
み
配
慮
す
れ
ば
よ
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
横
方
向
の

風
で
さ
え
感
染
者
の
後
方
に
飛

沫
が
拡
散
し
て
お
り
、
風
向
が

変
化
す
る
実
際
の
環
境
で
は
、

想
定
し
得
な
い
方
向
に
飛
沫
が

飛
散
す
る
リ
ス
ク
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
特
に
微
風
時

は
室
内
で
は
想
定
し
な
い
方
向

に
リ
ス
ク
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
、
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
や
マ
ス

ク
で
直
接
飛
沫
を
遮
断
し
た
ほ

う
が
よ
い
。

・
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
飛
沫
到

達
数
低
減
効
果
は
高
い
。
マ
ウ

ス
ガ
ー
ド
で
も
、
効
果
は
マ
ス

ク
と
比
較
す
る
と
小
さ
い
が
、

飛
沫
到
達
数
低
減
効
果
は
期
待

で
き
る
。

・
正
面
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
は
、

間
隔
を
一
・
七
メ
ー
ト
ル
と
す

る
こ
と
で
、
一
メ
ー
ト
ル
の
時

の
到
達
飛
沫
数
を
半
分
程
度
ま

で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

・
マ
ス
ク
を
し
た
場
合
、
一
メ

ー
ト
ル
の
距
離
を
取
れ
ば
到
達

飛
沫
数
は
ゼ
ロ
に
、
マ
ウ
ス
ガ

ー
ド
の
場
合
も
、一
・
七
メ
ー
ト

ル
の
距
離
で
到
達
数
は
ゼ
ロ
に

な
る
。

残
る
エ
ア
ロ
ゾ
ル
へ
の
対
策

　

概
ね
以
上
で
あ
る
が
、
お
陰

で
だ
い
ぶ
対
応
の
仕
方
が
見
え

て
き
た
よ
う
に
思
う
。
要
点
と

し
て
は
、
①
換
気
と
加
湿
は
必

須
、
②
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
活

用
、③
マ
ス
ク
着
用
は
必
須（
た

だ
し
飲
食
時
な
ど
着
用
が
困
難

な
場
合
は
適
切
な
距
離
を
取
っ

た
上
で
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
の
使
用

も
可
）、④
対
面
で
の
着
席
は
避

け
斜
向
か
い
に
着
席
、
⑤
野
外

環
境
で
も
油
断
は
禁
物
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

話
が
こ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
問

題
は
な
い
の
だ
が
、
実
は
残
る

問
題
が
あ
る
。「
エ
ア
ロ
ゾ
ル
」

へ
の
対
応
の
問
題
で
あ
る
。
エ

ア
ロ
ゾ
ル
と
い
う
の
は
概
ね

〇
・
三
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル（
一

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
は
一
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
一
〇
〇
〇
分
の

一
）
か
ら
五
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト

ル
の
大
き
さ
の
飛
沫
を
指
す
。

　

マ
ス
ク
の
効
果
に
つ
い
て

「
富
岳
」の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
五
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
の
飛
沫
に
つ
い
て
は
不
織

布
マ
ス
ク
で
ほ
ぼ
捕
集
可
能
で

あ
る
一
方
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
に
つ

い
て
は
顔
と
の
隙
間
か
ら
の
漏

れ
が
呼
気
か
ら
の
排
出
量
の
う

ち
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
あ
る
と

の
結
果
だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
排
出
す
る
方
の
話
だ

が
、
吸
い
込
む
方
か
ら
見
た
マ

ス
ク
の
効
果
に
つ
い
て
見
て

み
る
と
、
ま
ず
マ
ス
ク
無
し
の

場
合
は
大
き
な
飛
沫
は
鼻
腔
や

口
腔
に
ほ
ぼ
付
着
す
る
も
の
の
、

二
〇
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
よ
り

小
さ
な
飛
沫
は
気
管
奥
に
ま
で

到
達
す
る
。
不
織
布
マ
ス
ク
と

顔
の
間
に
隙
間
が
あ
る
場
合
は

上
気
道
に
入
る
飛
沫
数
を
マ
ス

ク
無
し
の
場
合
の
三
分
の
一
に

す
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
大
き

な
飛
沫
の
侵
入
を
ブ
ロ
ッ
ク
す

る
効
果
は
高
い
も
の
の
、
二
〇

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
小

さ
な
飛
沫
は
や
は
り
気
管
奥
に

ま
で
入
り
込
む
。
こ
れ
に
対
し

て
、
マ
ス
ク
を
顔
に
隙
間
な
く

着
用
し
た
場
合
は
吸
引
す
る
飛

沫
や
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
ほ
ぼ
ブ
ロ

ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。
マ
ス
ク
は

た
だ
着
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
の

で
は
な
く
、
正
し
く
着
け
る
こ

と
が
大
事
な
わ
け
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
現
実
問
題
と
し
て

マ
ス
ク
と
顔
の
間
の
隙
間
を
完

全
に
な
く
す
こ
と
は
困
難
で
、

あ
る
程
度
隙
間
か
ら
の
侵
入
は

想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
換
気

の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
い
。

　

実
際
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
重
症
化
す
る
の
は
肺
炎
を

起
こ
し
た
場
合
で
あ
り
、
そ
れ

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
肺

で
増
殖
し
た
場
合
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
い
か
に
エ
ア
ロ
ゾ

ル
を
気
道
奥
ま
で
吸
い
込
ま
な

い
か
が
感
染
防
止
、
と
り
わ
け

重
症
化
防
止
に
と
っ
て
重
要
と

な
り
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
で

排
出
さ
れ
る
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
増

え
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
マ
ス

ク
を
す
れ
ば
そ
れ
で
万
全
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
適
切
な
換

気
の
併
用
が
重
要
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

換
気
の
一
環
と
し
て
室
内
で

扇
風
機
や
フ
ァ
ン
を
回
す
ケ
ー

ス
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
向
き

が
重
要
で
あ
る
。
室
内
に
向
け

て
回
す
の
は
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
拡

散
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
う

で
は
な
く
、
空
い
て
い
る
窓
な

ど
外
に
向
け
て
回
し
、
排
気
の

流
れ
を
作
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。

着
実
な
実
施
で
リ
ス
ク

を
低
減
で
き
る

　

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
何

ら
新
し
い
こ
と
は
な
い
こ
と
に

気
づ
く
。
マ
ス
ク
の
着
用
、
適

切
な
距
離
の
確
保
、
換
気
と
加

湿
の
徹
底
な
ど
、
こ
れ
ま
で
あ

れ
こ
れ
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と

ば
か
り
で
あ
る
。
逆
に
言
え

ば
、そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
、着

実
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

感
染
の
リ
ス
ク
は
か
な
り
の
程

度
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
あ
る
。

　

盲
点
は
屋
外
の
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。
普
段
、
屋
外
に
お
い
て

は
他
人
と
十
分
な
距
離
を
確
保

で
き
る
場
合
に
は
外
し
て
も
問

題
な
い
と
さ
れ
る
。
た
だ
、「
富

岳
」
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結

果
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
屋
外

で
あ
っ
て
も
、
人
が
近
接
し
続

け
る
環
境
の
場
合
に
は
、
想
定

し
得
な
い
方
向
に
飛
沫
が
拡
散

す
る
リ
ス
ク
が
発
生
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。
屋
外
で
の
イ
ベ
ン

ト
や
祭
り
の
場
合
に
は
、
い
か

に
人
の
流
れ
を
滞
留
さ
せ
な
い

か
が
感
染
リ
ス
ク
低
減
の
鍵
と

な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

昨
年
は
恐
ら
く
万
一
感
染
の

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合

の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
て
中
止
と

な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
多
く

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
年

は
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
た
感
染
リ

ス
ク
低
減
の
措
置
を
十
分
に
検

討
し
て
、
可
能
な
も
の
に
つ
い

て
は
開
催
で
き
る
方
向
で
進
め

て
も
ら
え
る
よ
う
願
い
た
い
。

執
筆
者
紹
介

大
友
浩
平

（
お
お
と
も
こ
う
へ
い
）

奥
州
仙
臺
の
住
人
。
普
段
は
出

版
社
に
勤
務
。
東
北
の
人
と
自

然
と
文
化
が
大
好
き
。
趣
味
は

自
転
車
と
歌
と
旅
。

「
東
北
ブ
ロ
グ
」

http://blog.livedoor.jp/
anagm

a5/

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

https://www.facebook.com
/

kouhei.ootom
o

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る　

イ
ベ
ン
ト
開
催
様
式
の
検
討
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霧氷の林

どんと祭の炎

氷筍の赤ちゃん

ツララ

洞窟のツララ

ツララとナンテンの実

厳冬の仙人 氷の中のカッパ

シリーズ  遠野の自然

「遠野の立春」
遠野 1000 景より

　

暦
で
は
立
春
だ
が
、
寒
さ
厳

し
い
折
の
今
月
十
三
日
、
福
島

沖
を
震
源
と
す
る
大
き
な
地
震

が
発
生
し
た
。
東
北
に
ま
た
被

害
が
出
た
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
ち
ょ
う
ど
十
年
目
で
も
あ
る
。

　

十
年
後
で
も
、
あ
の
大
地
震

の
余
震
だ
と
い
う
。
あ
ら
た
め

て
あ
の
大
地
震
の
す
ご
さ
を
思

い
起
こ
す
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
大
き
い

と
揺
れ
る
時
間
も
長
い
と
い
う
。

ほ
ん
の
一
分
程
度
の
時
間
で
も
、

地
面
が
裂
け
る
の
で
は
な
い
か

と
の
恐
怖
に
襲
わ
れ
、
果
て
し

な
く
長
い
時
間
に
感
じ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
よ
り
、

大
き
な
地
震
の
方
が
怖
い
。　

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
目
で

少
し
気
が
緩
ん
で
い
た
こ
の
国

に
、
あ
の
大
地
震
を
想
起
さ
せ

た
余
震
で
も
あ
っ
た
。
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随
分
前
の
事
だ
が
、
ア
イ
ヌ

民
族
に
関
す
る
優
れ
た
表
現
と

し
て
漫
画
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム

イ
』
の
事
を
拙
稿
に
て
取
り
上

げ
た
時
に
、
か
の
モ
ン
ゴ
メ
リ

の
名
作
『
赤
毛
の
ア
ン
』
が
舞

台
プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー
ド
島
の

先
住
民
ミ
ク
マ
ク
族
の
存
在
を

全
く
無
視
し
て
書
か
れ
て
い
る

と
言
及
し
た
の
だ
が
、
実
は
近

年
カ
ナ
ダ
が
制
作
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
も
昨
年
そ
の
シ
ー
ズ
ン
１
が

放
送
さ
れ
た
連
続
ド
ラ
マ
『
ア

ン
と
い
う
名
の
少
女
』
が
そ
れ

を
覆
し
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
紛
れ
も
な
く
世
界
中

に
知
ら
れ
る
『
赤
毛
の
ア
ン
』

の
実
写
化
で
あ
り
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
出
身
の
女
優
が
か
つ
て
な

い
リ
ア
ル
な
ア
ン
を
演
じ
る
本

格
的
ド
ラ
マ
で
あ
る
が
、
主
人

公
の
孤
児
院
で
の
陰
湿
な
い
じ

め
と
い
う
暗
い
過
去
や
初
潮
の

訪
れ
、
周
囲
の
人
物
の
同
性
愛

や
非
婚
と
い
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

・
テ
ー
マ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

高
畑
勲
に
よ
る
ア
ニ
メ
や
幾
多

の
映
画
化
で
も
見
ら
れ
な
か
っ

た
斬
新
な
描
写
が
あ
る
。
そ
の

中
で
、
白
人
社
会
の
「
隣
人
」

ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

と
の
邂
逅
も
ま
た
、
確
か
に
描

か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

＊

　

黒
人
奴
隷
解
放
で
知
ら
れ
、

歴
代
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
中
で

も
最
も
偉
大
と
評
さ
れ
る
Ａ
・

リ
ン
カ
ー
ン
が
、
実
は
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
即
ち
大
陸
の
先
住
民
に

対
す
る
迫
害
・
虐
殺
の
関
与
に

は
躊
躇
な
く
、
ほ
と
ん
ど
人
間

と
し
て
見
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
史
実
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い

な
い
か
も
知
れ
な
い
。『
大
草

原
の
小
さ
な
家
』
で
知
ら
れ
る

Ｌ
・
Ｉ
・
ワ
イ
ル
ダ
ー
も
ま
た

作
中
の
先
住
民
に
対
す
る
差
別

的
表
現
か
ら
、
近
年
児
童
文
学

賞
の
名
称
か
ら
そ
の
名
を
外
さ

れ
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た

が
、
異
教
徒
に
対
す
る
尋
常
な

ら
ざ
る
排
他
心
故
か
、
十
九
世

紀
の
白
人
的
視
点
と
し
て
は
一

般
的
な
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
の
民
族
・
人
権
の
問
題
が
い

か
に
重
層
的
で
根
深
い
も
の
か

が
伺
え
る
。
先
頃
よ
う
や
く
発

足
し
た
バ
イ
デ
ン
政
権
に
て
デ

ブ
ラ
・
ハ
ー
ラ
ン
ド
が
内
務
長

官
に
指
名
、
先
住
民
で
初
の
閣

僚
と
な
っ
た
の
が
、
む
し
ろ
や

っ
と
か
、
と
驚
か
さ
れ
る
（
と

は
い
え
、
日
本
で
も
ア
イ
ヌ
民

族
の
閣
僚
は
未
だ
生
ま
れ
て
お

ら
ず
他
国
の
事
は
言
え
な
い
）。

　
『
ア
ン
と
い
う
名
の
少
女
』

で
は
主
人
公
ア
ン
と
ミ
ク
マ
ク

族
の
少
女
カ
ク
ウ
ェ
ッ
ト
と
の

友
情
が
描
か
れ
る
の
だ
が
、
原

作
に
な
い
数
々
の
要
素
の
投
入

に「
原
作
に
忠
実
で
あ
る
べ
き
」

と
い
う
声
も
当
然
な
が
ら
あ
る

よ
う
だ
。
し
か
し
実
は
同
様
の

脚
色
が
既
に
前
述
の
『
大
草
原

の
小
さ
な
家
』
の
七
十
年
代
の

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
化
で
為
さ
れ
て
お

り
、
原
作
で
は
差
別
的
に
描
か

れ
た
先
住
民
が
、
数
話
に
渡
り

誇
り
高
い
姿
に
、
尊
厳
を
も
っ

て
活
写
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
作
品
の
改
変

は
議
論
の
種
に
な
る
が
、
新
た

な
時
代
の
映
像
化
は
現
代
人
の

古
人
と
の
対
話
で
あ
り
、
名
作

が
更
新
さ
れ
、
よ
り
愛
さ
れ
続

け
る
為
の
試
み
で
あ
る
と
言
え

る
の
か
も
知
れ
な
い
（
ち
な
み

に
モ
ン
ゴ
メ
リ
は
後
年
、
先
住

民
へ
の
差
別
意
識
を
改
め
た
事

が
続
編
で
伺
え
る
。
こ
の
事
か

ら
も
今
回
の
脚
色
は
決
し
て
的

外
れ
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
）。

　

と
こ
ろ
で
、
物
語
の
改
変
と

い
う
事
で
は
、
カ
ク
ウ
ェ
ッ
ト

属
す
る
ミ
ク
マ
ク
族
に
実
際
の

興
味
深
い
事
績
が
あ
る
。

　

カ
ナ
ダ
極
東
部
ノ
ヴ
ァ
・
ス

コ
シ
ア
周
辺
に
広
く
古
代
か
ら

居
住
す
る
ミ
ク
マ
ク
族
は
独
自

の
象
形
文
字
を
使
う
狩
猟
民
族

で
あ
り
、
現
在
も
約
四
万
の
人

口
を
有
す
る
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
よ

り
も
遥
か
昔
の
十
一
世
紀
に
北

欧
の
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
と
接
触
し

た
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
る

彼
ら
と
、
こ
の
地
方
に
最
初
に

入
植
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
と

の
交
流
か
ら
、
あ
る
一
つ
の
物

語
が
生
ま
れ
、
そ
れ
を
近
年
、

一
人
の
日
本
の
宗
教
史
学
者
が

注
目
し
一
冊
の
絵
本
に
編
み
上

げ
た
。
中
沢
新
一
著
『
モ
カ
シ

ン
靴
の
シ
ン
デ
レ
ラ
』
が
、
そ

れ
で
あ
る
。

　

現
代
、
誰
も
が
幼
少
期
か
ら

デ
ィ
ズ
ニ
ー
作
品
や
各
社
絵
本

で
馴
染
み
、
知
ら
な
い
者
を
探

す
方
が
難
し
い
で
あ
ろ
う
シ
ン

デ
レ
ラ
の
物
語
。
も
と
も
と
は

世
界
中
に
派
生
型
の
存
在
す
る

民
間
伝
承
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
文

学
者
Ｃ
・
ペ
ロ
ー
に
よ
る
脚
色

「
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
（
灰
か
ぶ
り

姫
）」
が
世
界
的
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
人

ら
と
の
交
流
の
中
で
そ
の
物
語

を
聞
か
さ
れ
た
ミ
ク
マ
ク
族
は

そ
の
面
白
さ
に
感
激
し
な
が
ら

も
、
同
時
に
以
下
の
よ
う
な
点

に
お
い
て
強
い
違
和
感
と
疑
問

を
抱
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
―

＠
い
つ
も
カ
マ
ド
の
前
に
い
て

灰
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
る
主
人

公
は
神
と
人
間
の
間
を
取
り
持

つ
存
在
で
あ
り
、
英
雄
劇
と
し

て
素
晴
ら
し
い
設
定
で
あ
る
。

＠
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
人
公

は
美
し
く
な
っ
て
、
王
子
様
と

結
婚
す
る
事
ば
か
り
考
え
て
い

る
。
こ
れ
は
矛
盾
す
る
事
で
、

卑
し
い
生
き
様
で
は
な
い
か
。

＠
加
え
て
、
王
子
様
も
夜
毎
舞

踏
会
を
開
き
、
美
し
い
嫁
を
探

し
て
ば
か
り
い
る
。
こ
れ
も
ま

た
浅
ま
し
い
限
り
で
は
な
い
か
。

―
つ
ま
り
、
西
洋
的
価
値
観
に

彩
ら
れ
た
ミ
ラ
ク
ル
サ
ク
セ
ス

ス
ト
ー
リ
ー
・
シ
ン
デ
レ
ラ
は

異
郷
の
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
感
覚

に
合
致
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
そ
の
結
果
何
が
起
こ
っ

た
の
か
と
い
う
と
、
ミ
ク
マ
ク

族
は
彼
ら
な
り
の
「
シ
ン
デ
レ

ラ
」
を
再
編
し
て
、
種
族
内
外

に
向
け
て
語
り
始
め
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
、『
モ
カ
シ
ン
靴

の
シ
ン
デ
レ
ラ
』
の
原
型
と
な

っ
た
物
語
な
の
だ
（
現
代
、
一

般
的
な
シ
ュ
ー
ズ
形
式
の
一
つ

で
あ
る
モ
カ
シ
ン
は
、
ア
メ
リ

カ
先
住
民
の
靴
が
起
源
）。
そ

れ
は
、
こ
ん
な
話
で
あ
る
―

＠
主
人
公
は
、
カ
マ
ド
の
前
で

働
か
せ
ら
れ
、
姉
た
ち
に
い
じ

め
ら
れ
、
灰
と
火
傷
だ
ら
け
に

な
っ
た
醜
い
女
の
子
。
け
れ
ど

も
心
は
気
高
く
、
曇
り
が
な
い
。

＠
村
に
「
見
え
な
い
人
」
と
呼

ば
れ
る
男
性
が
い
る
。
誰
に
も

そ
の
姿
は
見
え
な
い
が
、
獲
物

が
自
ら
狩
ら
れ
に
近
づ
い
て
く

る
と
い
う
、
徳
の
高
い
人
物
だ
。

＠
村
の
娘
ら
や
姉
た
ち
は
最
大

限
に
着
飾
っ
て「
見
え
な
い
人
」

に
近
づ
く
が
、
誰
も
そ
の
姿
を

認
め
る
事
が
で
き
な
い
。

＠
灰
だ
ら
け
の
娘
は
元
来
の
醜

い
姿
の
上
に
、
最
大
限
に
奇
妙

な
出
で
立
ち
で「
見
え
な
い
人
」

に
挑
む
。
す
る
と
、
彼
女
の
前

に
「
見
え
な
い
人
」
の
姿
が
出

現
し
、
彼
も
ま
た
彼
女
の
内
に

秘
め
ら
れ
た
真
の
美
し
さ
を
表

面
に
引
き
出
す
。
互
い
の
輝
き

を
見
出
し
た
二
人
は
、
晴
れ
て

結
ば
れ
る
の
で
あ
っ
た
―

　

一
見
す
る
と
、
姿
の
見
え
な

い
ヒ
ー
ロ
ー
と
、
醜
い
ヒ
ロ
イ

ン
で
は
映
像
化
も
で
き
な
い
し
、

到
底
「
売
れ
る
作
品
」
に
は
な

り
得
な
い
だ
ろ
う
、
と
思
う
の

だ
が
、
何
や
ら
得
体
の
知
れ
ぬ

破
壊
力
も
感
じ
る
筋
書
き
で
あ

る
。
シ
ン
プ
ル
な
設
定
故
、
様

々
な
解
釈
が
可
能
だ
ろ
う
が
、

ま
ず
姿
の
見
え
な
い
男
と
は
、

素
晴
ら
し
い
才
能
が
あ
る
の
だ

か
ら
相
応
の
外
見
（
肩
書
き
）

の
持
ち
主
だ
ろ
う
と
い
う
世
の

常
識
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
の
よ

う
で
も
あ
り
、
ま
た
は
心
を
閉

ざ
し
た
絶
望
的
な
男
の
窮
状
な

の
か
も
知
れ
な
い
。
少
女
も
ま

た
、
結
局
美
人
が
得
を
す
る
と

い
う
常
識
へ
の
反
骨
の
表
出
の

よ
う
で
も
あ
り
、
奇
妙
な
出
で

立
ち
で
男
に
会
い
に
行
く
様
は

表
現
の
難
し
い
己
の
個
性
や
思

想
を
暗
示
し
た
行
為
に
も
思
え

る
。
つ
ま
り
こ
の
物
語
に
は
、

互
い
の
姿
は
見
え
て
い
る
の
に

内
面
が
見
え
ず
、
真
に
愛
し
合

う
事
の
難
し
い
男
女
の
実
態
が

描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
の
だ
。
特
別
な
容
姿
や
境
遇

に
夢
を
見
る
の
で
は
な
く
、
誰

も
が
抱
え
る
闇
を
見
据
え
て
そ

の
先
に
希
望
を
見
出
す
よ
う
な

こ
の
語
り
の
手
法
は
、
む
し
ろ

現
代
の
先
進
国
の
人
々
の
苦
悩

を
予
見
す
る
よ
う
で
も
あ
り
、

人
間
の
生
き
様
や
文
明
の
あ
り

方
そ
の
も
の
に
問
い
か
け
、
全

て
を
ひ
っ
く
り
返
し
兼
ね
な
い

起
爆
剤
と
な
る
可
能
性
を
も
感

じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
異
民
族
間
・
異

文
化
間
で
の
視
点
、
価
値
観
の

違
い
が
生
む
物
語
の
驚
異
は
、

ど
う
も
日
本
人
で
あ
る
私
た
ち

も
身
に
覚
え
が
あ
る
よ
う
な
気

が
し
て
な
ら
な
い
の
だ
が
・
・

―
「
願
は
く
は
之
を
語
り
て
平

地
人
を
戦
慄
せ
し
め
よ
」
―

　

そ
う
、『
遠
野
物
語
』
で
は

な
い
か
。
時
は
既
に
明
治
・
大

正
期
。「
帝
国
」
日
本
は
形
の

み
統
一
さ
れ
、
欧
米
列
強
に
追

い
つ
く
べ
く
我
を
忘
れ
て
西
洋

の
真
似
に
邁
進
し
て
い
た
。
だ

が
学
者
・
柳
田
國
男
は
気
が
つ

い
て
い
た
。
統
一
さ
れ
た
は
ず

の
日
本
列
島
に
、
容
易
に
は
取

り
込
め
ぬ
、
幾
つ
も
の
未
知
な

る
日
本
が
存
在
し
て
い
る
事
を
。

　

現
代
に
お
い
て
は
、
た
だ
の

田
舎
の
昔
話
と
捉
え
て
、
村
の

老
人
の
短
い
語
り
が
柳
田
は
じ

め
明
治
の
人
々
を
震
撼
さ
せ
た

事
な
ど
想
像
し
難
い
人
が
多
い

だ
ろ
う
。
ま
し
て
や
こ
の
現
代

に
も
こ
こ
東
北
が
、
そ
こ
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
物
語
に
よ
っ
て

中
央
を
、
い
や
日
本
全
土
を
揺

る
が
す
な
ど
と
い
う
事
が
考
え

ら
れ
る
は
ず
も
な
い
、
と
―

　

し
か
し
、
そ
れ
は
間
違
っ
て

い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
東
北

か
ら
送
り
出
さ
れ
る
「
物
語
」

は
、
も
は
や
か
つ
て
の
昔
話
の

姿
な
ど
は
し
て
い
な
い
。
全
く

予
想
も
つ
か
ぬ
形
で
、尚
も「
平

地
人
を
戦
慄
せ
し
め
」、
中
央

を
揺
る
が
し
て
き
た
よ
う
に
も

思
え
る
。
例
え
ば
そ
れ
は
、
大

友
克
洋
に
よ
る
漫
画
大
作
で
あ

り
、
ま
た
彼
自
身
に
よ
る
ア
ニ

メ
映
画
で
も
あ
る
『
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ

Ａ
』
と
い
う
姿
を
も
っ
て
。

　

昨
年
、
そ
の
往
年
の
名
作
は

俄
か
に
再
び
脚
光
を
浴
び
て
い

た
。
そ
れ
は
今
か
ら
三
十
年
以

上
前
の
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
予
言
し
、
そ
し
て
そ
の

年
の
伝
染
病
蔓
延
と
、
大
会
の

頓
挫
を
も
示
唆
し
て
い
た
と
い

う
、
誰
も
予
想
だ
に
し
な
い
理

由
に
よ
っ
て
、
で
あ
る
。

　
『
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
』
は
、
巨
大

都
市
東
京
が
、
超
能
力
少
年
と

い
う
名
の
新
型
爆
弾
に
よ
っ
て

二
度
に
渡
っ
て
壊
滅
す
る
と
い

う
、
衝
撃
的
な
物
語
で
あ
る
。

　

発
表
当
時
、
盛
ん
だ
っ
た
Ｓ

Ｆ
界
で
は
、
退
廃
的
な
未
来
像

や
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
発
想
は
珍

し
い
も
の
で
は
な
く
、
ま
だ
バ

ブ
ル
崩
壊
前
の
絶
頂
期
の
東
京

に
あ
っ
て
、
そ
の
東
京
を
壊
滅

さ
せ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は

壮
大
な
夢
物
語
か
、
一
種
の
思

考
実
験
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ

て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

大
友
克
洋
は
宮
城
県
登
米
市

の
生
ま
れ
で
、
か
の
石
ノ
森
章

太
郎
に
続
く
、
宮
城
が
生
ん
だ

漫
画
界
の
天
才
・
革
命
児
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
本
作

に
お
け
る
東
京
崩
壊
シ
ー
ン
な

ど
で
の
見
事
な
筆
致
は
、
そ
の

後
の
多
く
の
漫
画
家
の
作
風
を

一
変
さ
せ
た
と
言
わ
れ
る
程
だ
。

　

ア
ニ
メ
化
に
お
い
て
は
、
音

楽
は
大
友
自
ら「
芸
能
山
城
組
」

を
起
用
。
東
北
大
学
出
身
の
科

学
者
で
も
あ
る
山
城
祥
二
率
い

る
、
異
色
過
ぎ
る
音
楽
集
団
が

生
み
出
す
そ
の
テ
ー
マ
曲
に
は
、

様
々
な
民
俗
音
楽
の
ミ
ッ
ク
ス

の
中
に
青
森
の
ね
ぶ
た
の
掛
け

声
が
沸
き
上
が
り
、
そ
の
作
品

世
界
の
輪
郭
を
決
定
的
な
も

の
に
し
て
み
せ
た
。『
Ａ
Ｋ
Ｉ

Ｒ
Ａ
』
は
宮
城
県
に
止
ま
ら

ず
、
紛
れ
も
な
い
東
北
が
生
み

出
し
た
唯
一
無
二
の
物
語
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

＊

　

巷
に
言
わ
れ
る
予
言
云
々

の
事
は
何
と
も
言
え
ぬ
し
、

数
々
の
障
害
に
見
舞
わ
れ
今

も
コ
ロ
ナ
禍
で
窮
地
に
立
た

さ
れ
て
い
る
東
京
五
輪
が
呪

わ
れ
て
い
る
と
か
、
東
北
被
災

地
の
祟
り
だ
と
か
い
う
話
も

確
か
な
事
は
何
も
な
い
が
、
大

友
自
身
が
回
想
す
る
よ
う
に

『
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
』
が
彼
の
東
京

へ
の
憧
れ
と
愛
着
か
ら
生
ま

れ
た
作
品
で
あ
る
の
は
確
か

な
よ
う
だ
。
し
か
し
東
北
人
の

東
京
へ
の
想
い
が
、
愛
憎
混
沌

の
複
雑
な
も
の
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
異
常
な
熱
情
の
下
に
描

か
れ
た
東
京
崩
壊
の
光
景
は
、

天
才
の
直
感
に
よ
っ
て
世
に

出
で
た
巨
大
都
市
の
未
来
図

で
あ
る
か
も
知
れ
ず
、
誤
っ
た

道
か
ら
の
方
向
修
正
を
促
さ

ん
と
す
る
、
東
北
か
ら
の
物
語

と
い
う
空
前
な
る
新
型
爆
弾

な
の
か
も
知
れ
な
い
。

奥お
う

羽う

越え
つ

現げ
ん

像ぞ
う

氏
紹
介 

　

一
九
七
〇
年
山
形
県
鶴
岡

市
生
。
札
幌
、東
京
を
経
て
、

全
国
の
旅
の
末
、
仙
台
に
移

住
。ど
の
本
屋
に
入
っ
て
も
、

と
り
あ
え
ず
郷
土
本
の
棚
に

向
か
っ
て
立
ち
読
み
を
始
め

る
東
北
好
き
で
あ
る
。

「
東
北
か
ら
の
物
語
」
と
い
う

　
空
前
な
る
新
型
爆
弾
の
事

『モカシン靴のシンデレラ』2005年
　　マガジンハウスより
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【ホヤ】の新しい食べ方発見！
『ホヤの缶詰（水煮）』を

食べてみました 
（宮城県石巻市・木の屋石巻水産製造）

東
日
本
大
震
災
の
最
大

被
災
地
・
石
巻
の
水
産

加
工
会
社
が
震
災
直
後

に
提
供
し
た
話
題

　

東
日
本
大
震
災
の
最
大
被
災

地
の
宮
城
県
石
巻
市
。
被
災
し

た
水
産
加
工
会
社
の
「
木
の
屋

石
巻
水
産
」
は
、
被
災
直
後
に

「
三
つ
の
話
題
」
を
提
供
し
た
。

最
初
は
、
津
波
で
横
倒
し
に
な

っ
た
「
巨
大
な
鯨
の
缶
詰
」。

中
身
は
原
料
の
魚
油
二
百
ト
ン

だ
っ
た
が
、
津
波
で
三
百
メ
ー

ト
ル
も
流
さ
れ
、
津
波
の
象
徴

と
し
て
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
が

取
り
上
げ
て
有
名
に
な
っ
た
。

　

次
に
、
津
波
で
泥
だ
ら
け
に

な
っ
た
木
の
屋
石
巻
水
産
の
メ

イ
ン
商
品
の
大
量
の
缶
詰
を
東

京
の
居
酒
屋
さ
ん
が
引
き
取
っ

て
洗
う
と
い
う
こ
と
が
メ
デ
ィ

ア
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
缶

詰
洗
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
会

社
に
集
ま
っ
た
。

　

三
番
目
は
、
津
波
で
泥
だ
ら

け
に
な
っ
た
が
洗
っ
て
き
れ
い

に
な
っ
た
缶
詰
が
欲
し
い
と
い

う
声
が
全
国
か
ら
多
数
寄
せ
ら

れ
た
の
で
、
こ
れ
を
売
り
物
と

し
て
で
は
な
く
、
義
援
金
と
引

き
換
え
に
渡
し
た
こ
と
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

　

大
津
波
被
害
を
受
け
た
水
産

加
工
企
業
が
ど
ん
底
か
ら
這
い

上
が
ろ
う
と
す
る
不
屈
の
姿
勢
、

そ
れ
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
被
災
地

も
支
援
す
る
側
も
勇
気
づ
け
た

の
だ
っ
た
。
今
か
ら
十
年
前
の

こ
と
で
あ
る
。

内
陸
部
に
新
工
場
建
設
…
高

級
サ
バ
缶
で
も
有
名
に
！

　

そ
の
後
の
事
業
復
興
へ
の
判

断
は
素
早
く
、
果
断
だ
っ
た
。

震
災
か
ら
二
年
ほ
ど
経
っ
た

二
〇
一
三
年
に
、
内
陸
部
の
美

里
町
に
最
新
設
備
を
備
え
た
大

き
な
新
工
場
を
建
設
し
た
。
震

災
助
成
は
あ
っ
た
が
、
自
前
で

借
金
を
し
て
、
巨
額
の
投
資
に

踏
み
切
っ
た
こ
と
で
建
て
た
新

工
場
で
あ
る
。

　

丸
み
を
帯
び
た
屋
根
と
外
観

は
、
木
の
屋
の
象
徴
で
あ
る
鯨

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
設
計
さ
れ
た

と
い
う
。

　

か
な
り
前
に
な
る
が
、
被
災

後
に
建
て
た
石
巻
の
仮
社
屋
を

取
材
で
訪
ね
た
帰
り
に
、
先
代

社
長
が
「
こ
ん
な
大
き
な
工
場

建
て
て
、
こ
の
先
ど
う
す
る
ん

だ
ろ
う
」
と
つ
ぶ
や
い
た
の
が

い
ま
で
も
耳
に
残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
少
し
前
に
な
る
が
、

木
の
屋
の
高
級
サ
バ
缶
が
、
タ

レ
ン
ト
の
マ
ツ
コ
の
番
組
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
後
、
会
社
の
ネ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
ア
ク
セ
ス
集

中
で
ダ
ウ
ン
し
た
と
い
う
こ
と

を
聞
い
た
。

　

何
か
と
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す

る
会
社
で
あ
る
。

　

こ
の
十
年
間
、
業
績
も
順
調

に
回
復
し
て
い
る
よ
う
で
、
ま

こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

ホ
ヤ
の
缶
詰
―「
ホ
ヤ
水
煮
」

　

こ
の
会
社
が
最
近
ホ
ヤ
の
缶

詰
（
水
煮
）
を
発
売
し
た
。
ホ

ヤ
を
生
の
ま
ま
水
煮
に
し
た
も

の
。

　

ホ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
当
新
聞

で
も
何
度
か
取
り
上
げ
た
が
、

加
工
が
む
ず
か
し
い
水
産
物
で

あ
り
、
少
し
で
も
鮮
度
を
失
う

と
嫌
わ
れ
る
食
材
で
あ
る
。

　

限
定
販
売
で
、
在
庫
が
な
く

な
り
次
第
終
了
と
い
う
こ
と
で
、

早
速
注
文
し
た
。

　

筆
者
は
日
本
酒
、
そ
れ
も
東

北
地
酒
と
と
も
に
い
た
だ
こ
う

と
考
え
て
い
た
の
で
、
つ
い
で

に
、
カ
レ
イ
の
え
ん
が
わ
の
し

ょ
う
ゆ
煮
と
鯨
大
和
煮
も
追
加

し
、
宮
城
の
地
酒
「
一
ノ
蔵
」

と
と
も
に
い
た
だ
い
た
。

　

ホ
ヤ
水
煮
は
、
本
来
の
風
味

も
色
合
い
も
失
な
わ
ず
、
か
つ

上
品
な
味
と
な
っ
て
お
り
、
ほ

ん
と
に
美
味
し
か
っ
た
。

　

カ
レ
イ
の
え
ん
が
わ
は
骨
も

ト
ロ
ト
ロ
に
加
工
し
て
あ
り
食

べ
や
す
か
っ
た
し
、
ク
ジ
ラ
も

と
て
も
な
つ
か
し
い
味
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
で
、
大
変
豪
華

な
晩
酌
と
な
っ
た
次
第
。
み
な

さ
ん
も
ぜ
ひ
ト
ラ
イ
さ
れ
て
は

如
何
？

カレイのえんがわーしょうゆ煮込み

宮城の一ノ蔵とホヤ缶詰切り身

鯨大和煮 購入した缶詰ラインアップとレシピ冊子

被災直後に流され横倒しになった
【巨大な鯨の缶詰】

2013 年に竣工した美里町新工場


